
●宮古島 

・浦添市 
<宮古島地域> 

みやこ下地島空港に国際チャーター便
運航が初めて行われた。大韓航空の仁
川―下地島のチャーター便が到着した
との報道があった。（令和元年6月） <本島中部地域> 

サンエー浦添西海岸パルコシテ
ィが6月27日に開業。（令和元
年6月） 

●西原町 

<本島北部地域> 
ネイチャー社が自然科学分野の論
文数に占める質の高い論文の割合
と、研究機関の規模から算出した
「正規化ランキング」で沖縄科学
技術大学院大学が日本トップ。世
界で10位を記録した。（令和元年
6月） 

<本島中部地域> 

西原町で水溶性天然ガス試掘に
取り組む合同資源と祭温は天然
ガス由来の高純度な管産ヨウ素
の製造に管内で初めて成功した
と発表。（令和元年6月） 

<沖縄全域> 
東京商工リサーチ沖縄支店は
2018年の県内新設法人が前
年比103社増の2164社と発
表。新設法人率は9.1%とな
り、9年連続で全国1位とな
った。 
（令和元年6月） 

<沖縄全域> 
ゆいレール3両編成
化を支援するため、
2020年度概算要求に
「3両化導入加速化事
業」を盛り込み、ハ
ード交付金の活用を
図る方針を固めた。
（令和元年6月） 

●恩納村 

<沖縄全域> 
沖縄県は2018年度
のMICE開催実績が
前年比29件増の
1238件と、15年以
降の最多を更新した
と発表。経済効果は
同7%増の243億円
となった。（令和元年
6月） 

沖縄地域の経済は、改善が続いている。 

 

  
１．全体概況 

管内の観光客数の増加、雇用環境の改善等を背景に、個人消費は改善が続いている。ま

た、設備投資も持ち直している。 

２．個別の動向 

⑴生産は横ばいとなっている 

主要業種である食料品工業が堅調に推移し、全体として横ばいの傾向となっている。 

短期・長期の見通しは、前回結果に比べると「増加」及び「減少」が少なくなり、「変化

なし」との声が多かった。 

⑵設備投資は持ち直している 

2019 年度の設備投資計画は、前年度比で増加。設備や施設の改修・増設等が見込まれ

る。また一部ではセルフレジの導入やバックオフィスに IT導入を進めるとの声。 

⑶雇用情勢は改善が続いている 

 有効求人倍率は、全国に比べて差があるが、32 ヶ月連続で 1 倍台を維持しており堅調

に推移。 

多くの事業者（7割以上）から人手不足との意見。 

人手不足緩和のため、建設・運輸・情報処理ソフトウェア等の業種で賃金を上げたとの声

があった。また、職場環境の改善に取り組む企業も存在。 

⑷個人消費は改善が続いている 

百貨店・スーパー、コンビニ、ドラッグストアを中心に堅調に推移している。 

客単価が増加し、売上高が伸びているとの声もあった。 

３．その他（個別企業の声） 

○顧客ニーズ優先の業種で、業務効率が進まないが、今後はＩＴ化を進めることやロボット

の導入、サービスの見直しが必須となる。 

○今後も人手不足が続くと想定しており、ＩＴ導入等による省力化を進める必要があると考

えている。 

各地域については、各種の公表や報道等を参考にした。 

沖縄総合事務局管内の経済動向（平成31年4月-令和元年6月期） 令和元年7月24日 


